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1．はじめに 

2011 年に発生した東日本大震災では，災害の規模が大き

く，行政自体が大きな被害を受け，公助が十分に機能しな

かった．その中で地域の住民が自発的に避難所運営等被災

者に細やかに対応する共助による地域防災が強く認識され

た．地域防災力向上のため，2013 年に「災害対策基本法」

が改正され，自助，共助に関する規定が追加された．地域

コミュニティにおける共助による防災活動の推進の観点か

ら，市町村内の一定の地区の居住者及び事業者が行う自発

的な防災活動に関する「地区防災計画制度」が新たに創設

された注 1)．  

地区防災イベントに関する先行研究としては，対象地区

１か所に焦点を当てたものがあり，例えば，竹内の研究 1)

では広島市阿佐南区を，室谷の研究 2)では松本市中信地区

を，田中らの研究 3)では三重県南牟婁郡紀宝町鮒田地区を

対象としている．しかし，複数の地区の防災イベントを対

象とした研究に関しては，防災意識に関するもの（例えば，

豊田のインターネットを利用した全国調査 4)）や，和歌山

県内の 6 つの防災イベントを対象とした太田・近藤の研究
5)）があるが，複数の都道府県の地区の防災イベントの内

容に関する研究は，管見であるが，まだない． 

災害食（非常食とも称するが，本稿では，以下，災害食

と称す）は，かつては「乾パン」が主流で，主なメリット

は，1) 保存性が高い（水分活性が 0.30程度で，ほとんどの

微生物の増殖は不可能），2) 安価，3) 小スペース，4) 軽量

で携帯に便利，5) 栄養価が高い，6) 水，ガス，電気が使え

なくても調理不要で食べることができることである注 2)-5)．

主なデメリットは，1) 固い，2) 水分が少なく嚥下しにくい

（高齢者・幼児・嚥下障害のある人等に不適），3) 小麦粉

製ならば小麦の食物アレルギーの問題があり，阪神淡路大

震災以来，災害食としての利用が見直されてきている注 5)-9)．

そのため，阪神淡路大震災や東日本大震災の避難所での配

られた食事を食べることができない被災者（要配慮者）が

存在した経験から，近年の災害食は多種多様になり，柔ら

かく食べやすい災害食（例えば，やわらかい缶入りパン，

ビスケット，クラッカー，ようかん，レトルト食品，缶詰

等）が増えてきており，水や熱源があればアルファ化米を

利用して，要配慮者でも普段の食生活と同じような健康

的・衛生的な献立を展開させることが可能である注 4), 5), 注 8), 

注 10)-12)．防災イベントでは備蓄の災害食の展示もなされて

いる．災害食の例として，図-1に示す．  

災害食の備蓄に関しては，震災をきっかけに，大多数の

人々がその必要性を意識するようになっているが，迅速な

避難を妨げる可能性のある場所に保管されることがよくあ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 発災直後 3日分（1日分 1人分セットで 1箱に梱包）

の災害食の例（著者撮影）． 

 

り，一世帯が利用できるスペースが限られているため，各

コミュニティは共通の備蓄場所を提供することが推奨され

ている 6)． 

震災時の避難所での生活関連物資の不足に関する課題は，

1) 発災後 3 日目までは，「自治体の初動期の公的備蓄の拡

充」や「民間との連携強化（流通在庫備蓄利用）」，2) 3

日目以降は，「被災地外での早期の供給可能な体制の構築」

や「被災地内の集積所機能の強化（1 次集積所から避難所

までの供給の迅速化）」，「民間事業者との連携による輸

送力の強化」，3) 一般企業・個人からの供給は，「受け入

れの管理」や「受け入れ制限の強化」である 7)．今後発生

が予想される大規模地震発生時には，サプライチェーン全

体で計画的に冗長性を持つ体制づくりや，政府・企業・一

般家庭でのランニングストック方式の導入が不可欠で，各

主体が連携した取り組みが重要である 8)． 

食料備蓄の課題に関しては，感染症のパンデミック・

2000 年問題（社会機能低下）でも課題はあるが，自然災害

における食料備蓄の課題は，「阪神・淡路大震災では避難 †花園大学, Hanazono University 

被災１日目セット 
1食目（缶詰のパン，バラ
ンスパワー全粒粉焼き菓
子），2食目（アルファ化
米の野菜ピラフ，レトル
トの筑前煮），3食目（レ
トルトのアレルギー27 品
目不使用ホワイトシチュ
ー），防災袋，先割れス
プーン． 

被災２日目セット 
1 食目（せんいのめぐみパ
ン，レトルトの野菜きのこ
スープ，ライスクッキー
（アレルギー物資 27 品目
不使用）），2 食目（アル
ファ化米の山菜おこわ，レ
トルトの中華風ミートボー
ル），3 食目（アルファ化
米の五目ごはん，レトルト
の鯖味噌煮），先割れスプ
ーン． 

被災 3日目セット 
1 食目（安心米おこげ梅
味，レトルトのきんぴら
ごぼう），2 食目（アルフ
ァ化米のドライカレー，
レ ト ル ト の ハ ン バ ー
グ），3 食目（アルファ化
米のわかめごはん，レト
ルトの豚汁，えいようか
ん），先割れスプーン． 



 

所の食事（公的備蓄）の不適切さ」，「新潟中越地震では

孤立に備えた備蓄」，「東日本大震災では帰宅困難者のた

めの備蓄」，「南海トラフ巨大地震対策としては 1 週間分

の備蓄」，「熊本地震では物資不足」等であった．しかし

ながら，家庭での備蓄（自助）や，企業による備蓄（自助

と共助），自治体による公的備蓄（公助）はいまだ十分で

はない 9)． 

東日本大震災から 2.5 年後の，災害時の栄養・食生活支

援に対する自治体の準備状況等に関する全国調査の結果，

地域防災計画等に「家庭における水や食料の備蓄に関する

こと」や「行政としての備蓄する水や食料に関すること」

が示されている自治体は，それぞれ 7 割，8 割を超えてい

たが，地域防災計画等に示されている通りに備蓄している

自治体は 2 割未満で，満たしていない理由は「予算がない」

が最も多かった．自治体における備蓄の整備を進めるとと

もに，家庭における備蓄等，災害に備えた自助努力を促し

ていくことも必要である 10)． 

以上のように，先行研究では 2011年の東日本大震災後の

備蓄に関する報告はあるが，2024 年の能登半島沖地震後の

備蓄に関する報告はまだない． 

そこで，本研究では，防災・減災対策としての複数の都

府県の地区のイベントを調査して，イベントの対象災害や

主催団体・共催団体等，イベントの項目，災害食の展示等

を把握し，その地区の自治体の災害食（一般用，乳児用ミ

ルク，高齢者・乳幼児等用，食物アレルギー対応）につい

ての現状を把握し，今後の検討課題を明らかにすることを

目的とする． 

2．研究方法 

Google の画像検索で「防災，地区，イベント」をキーワ

ードとして，2024 年 2 月～3 月の期間中に上位でヒットし

た防災イベントのチラシ 20部を収集した注 13)-32)．20部の地

区がある自治体（特別区，市，町）は，東京都の品川区

（A），中央区（B），渋谷区（C），世田谷区（D），新

宿区（E），江東区（F），大阪府吹田市（G），兵庫県宝

塚市（H），宮城県仙台市（I），神奈川県横浜市（J），

徳島県板野郡板野町（K），千葉県千葉市（L），岩手県

北上市（M），愛知県豊田市（N）の 14 か所である（表-

1）． 

チラシ内容の防災対象の「災害名」や「主催団体・共催

等の団体」，「イベントの項目」，「災害食の種類・災害

時の食アレルギー対応」に関してはテキストデータ化した．

また，防災イベントの内容の詳細を確認するため主催者の

HP 等も調査し，地区のある自治体の備蓄災害食に関して

は，チラシの他に，地区のある自治体の HP 等（主に地区

防災計画等）で調査した注 33)-46)． 

収集した情報のテキストデータは，KH Coder11)-13)を利用

し計量テキスト分析を行った．防災イベントの「地区の主

催団体・共催等の団体」，「災害食・災害時の食アレルギ

ー対応」に関しては，抽出語リストから解釈した．「防災

イベントの項目」に関しては，多次元尺度構成法で得られ

た散布図の結果に対してクラスター分析を行い解釈した． 

多次元尺度構成法は，Jaccard 係数で抽出語間の距離を計算

し，Kruskalの方法で最適な新しい尺度値を算出する．次に，

その結果を 2 次元にプロットして，散布図のみでは解釈し

にくいので，隣接した抽出語をクラスター化（距離はユー

クリッド距離で，クラスター化の手法は Ward 法）して，

「近い」語と「遠い」語から全体の傾向をつかみ，解釈す

る 11)-13)． 

3．結果・考察 

3.1 地区の防災イベントについて 

3.1.1防災イベントの対象災害 

図-2 に「防災イベントの対象となっていた災害」の割合

を示す．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その中で最も多かったのは「地震」で，次いで「火災」，

「大雨」，「浸水被害」，「水害」であった．また，多く

の防災イベントでは複数の災害を対象としており，対象を

「災害全般」と明記していたイベントもあった． 

 「防災イベントの対象となっていた災害」で「地震」が

最も多かったのは，1) 地震はいつ起こるか予想できない，

2) 被害が甚大，3) 事前対策によりある程度の減災が可能な

ので，地区での防災イベントを通じて，日ごろの備えの必

要性を地区の居住者が学ぶことが重要であることが理由と

考えられる． 

次いで「火災」が多かったのは，災害として火災の発生

件数が多い（2023 年の出火件数は 38,672 件注 47)）ことや，

「共催・後援・協賛・協力団体」として地区の消防署の協

表-1 防災イベントの自治体と開催地区の範囲． 
  自治体 防災イベントの開催地区（地域コミュニティ）の範囲 

A 東京都品川区 
夕陽会町会の子ども会 

夕陽会町会とマンションの自治会 

B 東京都中央区 
東銀座駅を中心に銀座と築地にはさまれた街区

（東銀座エリア） 

C 東京都渋谷区 

渋谷区氷川地区（11 の自治会・町会） 

渋谷区千駄ヶ谷地区（9 つの自治会・町会） 

渋谷区西原地区（4 つの自治会・町会） 

東京都渋谷区初台地区（6 つの自治会・町会） 

D 
東京都 

世田谷区 
烏山地区（21 の町会・自治会） 

E 東京都新宿区 西新宿角三町会（1 つの町会） 

F 東京都江東区 豊洲地区（45 の自治会・町会） 

G 吹田市 山二地区（千里丘連合町会（１つの町会）） 

H 宝塚市 
紅葉ガ丘町会，月見山 2 丁目 

紅葉ガ丘町会（１つの町会） 

I 仙台市 
仙台市青葉区に位置する片平地区連合町内会 

（9 つの町内会） 

J 横浜市 
みやけ台小学校地域（6 つの自治会） 

港北区の網島地区連合自治会 

K 
徳島県板野郡 

板野町 
板野南小地区 

L 千葉市 幕張ベイパークエリア 

M 北上市 立花地区（１つの地区） 

N 豊田市 上郷・末野原地区（2 つの地区） 

注 13)-32)より著者作成． 

図-2 地区の防災イベントの対象とする災害の割合． 
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力が多かったことが要因であると思われる． 

また，「大雨」，「浸水被害」，「水害」に関しては，

地区の地理的状況（河川や海に近い，低地等）や過去の災

害の歴史の有無により，対象として取り上げていると考え

られ，その地区にあった防災イベントが開催されているこ

とが明らかになった． 

このことは，“自治体より狭い範囲の地区”での防災イ

ベントの良い点である．また，近年の自然災害による犠牲

者は北海道南西沖地震（1993 年），阪神・淡路大震災

（1995年），東日本大震災（2011年）を除くと，台風など

の風水害，そして雪害が多い注 47)ため，風水害への備えは

重要である． 

対象を「災害全般」とするイベントがあったが，近年は

複合災害が増加傾向（例えば，中林・小田切 14)）であるこ

とが要因と考えられる． 

3.1.2主催団体・共催等の団体 

 図-3に地区の防災イベントの主催団体を示す．図-4に地

区の防災イベントの共催・後援・協賛・協力団体に関して，

名詞で抽出された上位 13位までを示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自主防災組織等の防災に関する活動団体」が最も多く，

次いで「地域自治協議会等の地域の様々な組織の団体」，

「町会・自治会等の地縁団体」が多かった． 

共催・後援・協賛・協力団体は，「株式会社」が最も多

く，次いで「地区」，「法人」，「消防署」であった．ま

た，「消防団」や「商店」，「小学校」も上位 13位までに

含まれていた． 

図-3と図-4の主催団体・共催等の団体の結果から，防災

イベントの開催については，“主催者の地元の防災団体”

と“地元の株式会社”との協働が最も多かったことがわか

った．この結果から，協働が多いのは，地区の防災におい

て，株式会社は，地区の住民だけでなく通勤の従業員や観

光客等の地区の住民以外の人（いわゆる帰宅困難者）への

防災対策も地区レベルの範囲内で考慮しているからと考察

できる． 

また，消防関係・福祉関係・地元の商店や小学校も関わ

っていることがわかった．消防署は地区・地域の火災のみ

ならず防災の拠点である．対象災害に「火災」が多かった

のは，災害として火災の発生件数が多いことのみならず，

「共催・後援・協賛・協力団体」として地区の消防署の協

力が多かったことが要因であると思われる． 

また，峯本 15)によると，防災と福祉の連携が重要視され

ており，減災を進めるには，防災行政と福祉行政の縦割り

体制を超えた政策を創出しなければならないとしている．

例えば，神戸市では，市内の自主防災組織を「防災福祉コ

ミュニティ」と名付け，「防災活動だけではなく，日頃か

らのご近所同士のお付き合いや，顔の見える関係づくりの

福祉活動も行い，いざというときにも，お互いが助け合え

る組織づくり」を目指して，地域のあらゆる人々（地域の

自治会や婦人会，老人クラブ，民生児童委員，青少協，

PTA，消防団，事業所等）と連携して活動している注 48)． 

13 位までに小学校が抽出され，中学校が抽出されなかっ

た．これは，小学校はグラウンドや体育館を避難場所や避

難所として指定されることが多いこと，また校区が中学校

区よりも小学校区は狭い範囲なので徒歩で避難するのには

適していること等が理由として考えられる． 

3.1.3 防災イベントにおける災害食の展示・提供・試食・

販売の有無，アレルギー対応の災害食の展示・販売 

図-5 に防災イベントにおける災害食の展示・提供・試

食・販売の有無，アレルギー対応の災害食の展示・販売を

示す．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害食の展示・提供・試食・販売のいずれかが有るイベ

ントが多かった．これは，自助としての災害食の備蓄への

宣伝活動を重要としているからと考えられる． 

また，アレルギー対応の災害食の展示・販売は 1 イベン

ト（G の自治体）のみであった．これは，「LFA 食物アレ

ルギーと共に生きる会」注 49)がこのイベントの協力団体で

あり，また，この団体の事務局が Gにあることによる． 

3.1.4防災イベントの項目 

防災イベントの項目に関して，項目のテキストデータを

クラスターごとの抽出語を出現頻度の多い順に表-2 に示す．

クラスター1 の主な抽出語は，防災が最も多く，次いで，

体験，展示，災害，避難，トイレであった．クラスター2

の主な抽出語は，紹介が最も多く，次いで，確認，備蓄，

図-3 地区の防災イベントの主催団体． 
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図-4 地区の防災イベントの共催・後援・協賛・協力団体

（名詞で抽出の上位 13位まで．共催・後援・協賛・

協力団体の数はイベントによっては複数である）． 
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AED，消火，使うであった．クラスター3 の主な抽出語は， 

訓練が最も多く，次いで，防災グッズ，ゲーム，救急，子 

ども，対策であった．クラスター4 の主な抽出語は，パネ

ルが最も多く，次いで，救助，消火器，ポンプ，ラップ，

ロープであった．クラスター5 の主な抽出語は，場所が最

も多く，次いで，活動，ブース，企業，最新，情報であっ

た．クラスター6 の主な抽出語は，給水が最も多く，次い

で，水，ペット，火災，地区，講演であった．クラスター

7 の主な抽出語は，自分が最も多く，次いで，電源，炊き

出し，備える，カー，プロジェクトであった．クラスター

8 の主な抽出語は，新聞紙が最も多く，次いで，ワークシ

ョップ，生活，説明，座学であった． 

表-2 から，主な防災イベントの項目は，「地震を含む災

害情報や消防車両，備蓄品の展示」，「応急手当（AED の

使用法や胸部圧迫法）の説明」，「ガスメーター復帰や断

水時の給水の訓練」，「子どもへの防災体験コーナー（紙

芝居やゲーム）」，「ロープワーク」，「伝言ダイヤル・

小型消火器・小型ポンプ・段ボールベット体験」，「新聞

紙を使用したワークショップ等」であることが確認された． 

地区の人々の防災意識が高まるように，それぞれの地区

で主催団体や共催団体等が協働していることがわかった． 

3.2自治体の災害食・災害時の食アレルギー対応 

3.2.1一般用災害食の種類と食物アレルギー対応 

表-3 に，自治体の一般用災害食の種類，食物アレルギー

対応について示す．一般用の災害食に関しては，全ての自

治体で備蓄されていた．調理不要の災害食のうち，乾パン

は G のみで，クラッカー・ビスケット類・パン等は 12 の

自治体（A，B，D，E，F，H，I，J，K，L，M，N）で備

蓄されていた． 

食物アレルギー対応食は 8 の自治体（A，C，G，I，J，

L，M，N）で備蓄されていて，C では食物アレルギー対応

食のみ備蓄していた．都府県レベルで，賞味期限切れの段

階で順次備蓄量を増加する予定の自治体は 5 の自治体（B，

D，E，F，H）であった．また，単独の自治体では備蓄が

難しい Kでは，県レベルで備蓄されていた． 

3.2.2 高齢者や乳幼児等用の災害食の種類と食物アレルギ

ー対応 

表-4 に自治体の高齢者や乳幼児等用の災害食の種類，食

物アレルギー対応を示す．高齢者・乳幼児等対応に関して

は，11 の自治体（A，B，C，D，E，F，G，I，J，L，N）

が対応していた．そのうち C はベビーフードのみの対応で

あった． 

食物アレルギーの対応をしていた自治体は4（G，I，L，

N）であった．G，I，L は食物アレルギー対応食のみ備蓄

していた．また，N は食物アレルギー対応・非対応食の両

方を備蓄していた． 

H や M の現状の備蓄品には高齢者や乳幼児等用の災害食

（乳児用ミルクは備蓄）はなく，備蓄品を公開し，家庭内

備蓄（自助）を推進していた． 

自治体の災害食・災害時の食アレルギー対応については，

アレルギー疾患を有する被災者は，内閣府注 50)によると，

「要配慮者」と明記されている．厚生労働省注 51)の「アレ

ルギー疾患対策の推進に関する基本的な指針 （基本指針）

告示」により，災害時には衣食住等に配慮が必要であり，

避難所等でアナフィラキシーが発生した場合には医学的に

迅速な対応が必要である注 52)．何らかの食物アレルギーを

有する者の割合は，乳幼児で 5～10％，小中学生で 2.5～

5％，成人でも数％と推計される注 53)-55)．一般用災害食のう

ち食物アレルギー対応食は，「総備蓄食の 25％以上を目安

とし，全ての避難所で入手可能を目指す」ことが提言され

ている注 56)．一般用災害食の備蓄において C の自治体のよ

うな食物アレルギー対応食のみ備蓄の場合は，それらの備

蓄食料が食物アレルギーのない方にも配布できるので，災

害時の混乱時に配布や管理がしやすい．今後は C のような

取り組みが増えることが望まれる． 

また，要配慮者（高齢者や乳幼児等）用の災害食におい

て，G，I，L の自治体のように食物アレルギー対応食のみ

備蓄の場合，一般用災害食と同様に食物アレルギーのない

方にも配布できるので，災害時の混乱時に配布や管理がし

やすい． 

乳児用ミルク以外の災害食の分配については，伊藤らの

研究 16)では，要配慮者の被災生活における食には，多くの

課題（公的備蓄を食べられないケース，一般物資との見分

けがつきにくく必要とする要配慮者に届けられないこと，

備蓄をするにも選択肢が少ないこと等）があり，健康面で

の二次災害につながる恐れがある．これらを解決するため，

日本災害食学会により被災地で生活する人々の健康をおも

いやり、食品の栄養、食形態に配慮した災害食を認証する

制度（思いやり災害食制度）が設けられている．この中で，

要配慮者の利用に配慮された災害食は，対象者だけではな

く，配慮が必要ない人も食べられることから，「ユニバー

サルな食」としても位置づけることができ，企業の災害食

開発の推進や，災害時の食の仕分け等の課題解決の一助と

なることが期待される． 

3.2.3乳児用のミルクの種類，食物アレルギー対応 

表-5 に自治体の乳児用のミルクの種類，食物アレルギー

対応を示す．乳児用のミルクは，12の自治体（I，Lを除く

すべての自治体）で分散備蓄していた．I，L は保健所・各

区保健福祉センター，または区役所・支所に集約備蓄して

いた．乳児用の液体ミルクを備蓄していたのは，2 の自治

体（G，N）だけであった． 

アレルギー対応ミルクを備蓄していたのは，8 の自治体

（A，D，F，G，I，J，L，M）であった．単独の自治体で

は備蓄が難しい Kは，県レベルで備蓄していた． 

表-6 に乳児用液体ミルクの賞味期限・特徴を示す注 57)-60)．  

表-2 クラスターごとの抽出語（出現頻度の多い順） 

クラスター No. 抽出語 

1 防災，体験，展示，災害，避難，トイレ，地震，消防，備え，配布，煙，車両，ミニ，応急． 

2 
紹介，確認，備蓄，AED，消火，使う，対応，胸骨圧迫，避難所，伝言ダイヤル，備蓄品，家具，使い方，方法，防災食，ハ

ザードマップ，初期消火訓練，パーテーション，ガス，地域，行動，エリア，メーター，景品，操作，身近，リスク，復帰． 

3 訓練，防災グッズ，ゲーム，救急，子ども，対策，お子様，コーナー，ハウス，紙芝居，心肺，担架，講習，着用． 

4 パネル，救助，消火器，ポンプ，ラップ，ロープ，小型，消防車，段ボール，披露，放映． 

5 場所，活動，ブース，企業，最新，情報，抱っこ，様々，デジタルサイネージ， 知る． 

6 給水，水，ペット，火災，地区，講演，実施，車，ボランティア，技術，断水． 

7 自分，電源，炊き出し，備える，カー，プロジェクト，ラジオ，家庭，現地，手段，無線，管理，通報，役立つ，紐． 

8 新聞紙，ワークショップ，生活，説明，座学． 



 

表-3 一般用災害食の種類，食物アレルギー対応． 

災害食の種類 
調査した自治体 

A B C D E F G H I J K L M N 

一般用災害食 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

 食物アレルギー対応非表示の災害食 ● ●  ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

詳
細 

アルファ化米 

アルファ化米  ○  ○ ○   ○       

アルファ化米（白米うるち米） ○     ○       ○  

アルファ化米（五目ごはん） ○     ○         

アルファ化米（ドライカレー）      ○         

調理不要の 

災害食 

クラッカー  ○    ○   ○ ○ ○ ○   

サバイバルフーズクラッカー             ○  

ビスケット ○ ○  ○ ○          

クリームサンドビスケット  ○          ○   

ビスコ        ○       

フリーズドライビスケット             ○  

缶入りソフトパン        ○       

缶入りソフトパン（チョコ）              ○ 

保存パン          ○     

乾パン       ○        

バランス栄養食  ○             

栄養補助食品            ○   

 レトルト食品         ○       

 道の駅の食材           ○    

食物アレルギー対応表示の災害食 ● △ ● △ △ △ ● △ ● ● ▲ ● ● ● 

詳
細 

アルファ化米 

アルファ化米       ○  ○      

アルファ化米（わかめごはん） ○              

アルファ化米（白米）            ○ ○  

アルファ化米（五目ごはん）            ○  ○ 

アルファ化米（ひじきごはん）              ○ 

調理不要の 

災害食 

ライスクッキー   ○    ○   ○    ○ 

えいようかん   ○            

ようかん         ○      

調理不要食等         ○      

 そのままご飯（ケチャップライス）   ○            

 そのままご飯（きのこご飯）   ○            

 安心米おこげ（梅味）   ○            

 安心米おこげ（コンソメ味）   ○            

 玄米がゆ   ○            

 トマトリゾット   ○            

 レトルトカレー   ○            

 レトルトごはん       ○        

●は災害食の詳細のうち 1つでも備蓄している場合．○は備蓄している場合．▲は調査地区にはないが，都府県で備蓄して 

いる場合．△は調査地区にはないが，都府県レベルで，賞味期間切れの段階で，順次備蓄量増加を予定している場合． 

 

表-4 自治体の高齢者や乳幼児等用の災害食の種類，食物アレルギー対応． 

災害食の種類 
調査した自治体 

A B C D E F G H I J K L M N 

高齢者や乳幼児等用の災害食 ● ● ● ● ● ● ●  ● ●  ●  ● 

 

食物アレルギー対応非表示の災害食 ● ● ◆ ● ● ●    ●    ● 

詳
細 

アルファ化米の粥  ○             

アルファ化米     ○          

うめ粥 ○              

粥    ○ ○ ○    ○     

スープ          ○     

ビスケット     ○          

災害用レトルト食品              ○ 

ベビーフード   ○  ○          

食物アレルギー対応表示の災害食       ●  ●   ●  ● 

詳
細 

アルファ化米の粥（アレルギー対応）         ○   ○   

野菜粥（特定アレルゲン及び貝類不使用）              ○ 

アレルギー対応の粥       ○        

野菜スープ（特定アレルゲン及び貝類不使用）              ○ 

●は高齢者や乳幼児等用の災害食のうち 1つでも備蓄している場合．◆はベビーフードのみ備蓄している場合．○は備蓄している場合． 
 



 

開封前の乳児用ミルクの賞味期限に関しては，粉ミルクは

メーカーにより異なり 6 ヵ月～18 ヵ月注 61)であるが，液体

ミルクはそれより短い場合が多く，紙パックは 9 ヵ月，缶

入りは 8～18 ヵ月，アルミパウチは 12ヵ月である． 

表-5，表-6 から，ミルクは他の災害食と比べて賞味期限

が短いため，保健所や役所等の備蓄を使用する等，他の災

害食とは異なる工夫が，本研究において確認できた． 

賞味期限が短いため，災害発生時に使用できるように，

例えば，箕面市保育所では乳児用液体ミルクを，吹田市立

保育所では粉ミルクを備蓄している．備蓄のミルクは，公

立保育所で普段から使用しながら，使用した分を買い足す

方法（ローリングストック）で常時必要数を確保している
注 62)-63)．このような取り組みであれば，食品ロスは生じな

いため，他の地区でも参考になると考えられる． 

また，液体ミルクに関しては，株式会社明治注 64)による

と，「自治体における液体ミルクの備蓄は増加傾向」であ

る．水，燃料等を使わずに授乳することができる液体ミル

クの常備に関しては，災害時に備えて今後準備予定の地区

もあったが，全ての地区で常備が必要である．ライフライ

ンがストップしても使用できる液体ミルクの備蓄の迅速な

増加が望ましい． 

日本小児アレルギー学会が提唱するアレルギー対応ミル

クの備蓄量の割合は，「通常の備蓄用ミルクの 3％」とし

ている注 54)．本研究における全ての自治体でアレルギー対

応ミルクの備蓄はされていなかったため，液体ミルクと同

様に備蓄の増加が必要であり，同時にアレルギー疾患のあ

る乳児がいる家庭では，対象アレルゲンが多様であるため，

ミルク備蓄の自助努力が大切である． 

4. おわりに 

本稿では，地区の防災イベントの内容および災害食の要

配慮者（乳幼児や高齢者，アレルギー患者等）の対応につ

いて検討を行い，以下の知見が得られた．防災イベントの

対象となっていた災害では「地震」が最も多く，次いで

「火災」であり，「水害」も地区によっては対象としてい

た．地区の防災イベントの主催団体は「自主防災組織等の

防災に関する活動団体」が最も多く，防災イベントの項目

は，災害や備蓄品に関する展示，応急手当，各種防災体験，

子どもへの防災イベント，炊き出し訓練等であった．また，

今回の調査で，食物アレルギー対応やアレルギー対応ミル

ク，乳幼児や高齢者等の要配慮者対応の災害食に関して，

備蓄がまだない地区があったが，今後備蓄していくことや

家庭内備蓄（自助）の推進を示していることがわかった． 

予算の関係や賞味期限前の備蓄品がまだ多量にある等，

地区により現状の備蓄状況は様々であるが，いつ来るかわ

からない災害への備えとして，アレルギーの有無に関係な

く配布できる食物アレルギー対応の災害食のみの備蓄，乳

幼児や高齢者等の要配慮者対応の災害食・液体ミルクの備

蓄のような災害弱者への配慮の取り組みが迅速に進むこと

が望まれる． 

また，寒い時期の災害時には温かい食事への要望があり，

その対応として，牛丼・カレー・うどん・ピザ等の複数の

外食事業者によるキッチンカーを活用した温かい食事提供

をした農林水産省と外食業界団体の事例注 65)があった．こ

のような連携を“被災前”から自治体と関連業界とで準備

しておくことが必要である． 

災害食の備蓄に関しては，本稿では主に共助・公助とし

ての備蓄の災害食に関して検討したが，自助としての家庭

内備蓄の災害食について検討をしていきたい．また，研究

対象地区が限定的であるので，今後は対象地区を広げてい

く予定である．なお，本稿は，水文・水資源学会 2024年度

研究発表会で発表した内容 17)を再考し，追記したものであ

る． 

表-5 自治体の乳児用のミルクの種類，食物アレルギー対応． 

乳児用ミルクの種類 
調査した自治体 

A B C D E F G H I J K L M N 

食物アレルギー対応非表示のミルク ● ● ● ● ● ● ● ● ◆ ● ● ◆ ● ● 

詳
細 

粉ミルク ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○  ○  ○ 

粉ミルクキューブタイプ        ○     ○  

液体ミルク       ○       ○ 

食物アレルギー対応表示のミルク ●   ●  ● ●  ◆ ● ▲ ◆ ●  

詳
細 

アレルギー対応ミルク ○   ○     ○ ○     

ミルクアレルギー対応ミルク      ○      ○   

大豆アレルギー対応ミルク      ○      ○   

乳糖不耐症ミルク      ○      ○   

乳糖・卵・小麦・大豆のアレルゲンを含まないミルク             ○  

アレルギー特定原材料等３品目（ミルク、卵、大豆）の
アレルゲン性を低減した粉ミルク 

      ○        

●はミルクの詳細のうち 1つでも備蓄している場合．◆は保健所・各区保健福祉センター，または区役所・支所に備蓄している場合． 
○は備蓄している場合．▲は調査地区にはないが，都府県で備蓄している場合． 

 

表-6 乳児用液体ミルクの種類・賞味期限・特徴． 

液体ミルク 
商品名 

アイクレオ 
赤ちゃんミルク 

明治ほほえみ 
らくらくミルク 

液体ミルク 
すこやかM1 

森永はぐくみ 
液体ミルク エコらくパウチ 

販売会社 江崎グリコ株式会社 株式会社明治 雪印ビーンスターク 森永乳業 

賞味期限 9ヵ月 12ヵ月 18ヵ月 240日（8ヵ月相当） 12ヵ月 

容量 125ml 120ml 200ml 200ml 100ml 

包装容器 紙パック 缶 缶 缶 アルミパウチ 

備考 
別売り 

専用乳首有り 
別売り 

専用乳首有り 
別売り 

専用乳首有り 
別売り 

専用乳首無し 
別売り 

専用乳首無し 

江崎グリコ株式会社注 57)，株式会社明治注 58)，森永乳業株式会社注 59)，雪印ビーンスターク株式会社注 60)より著者作成． 
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